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ィーの町」という意味である。現在のガンディナガルは、人口 20 万ほどの都市である。1, 2）
このガンディナガルにあるインド西地区の国立スポーツセンター・Sports Authority of India




長期に滞在した家は、インドのカバディ指導の第一人者である友人の Mr. Prasad Rao 宅で
あった。ラオ氏のご好意でホームスティー生活ができたことは、大変ありがたいことだった
と感謝をしている。ラオ氏は、インドカバディのチーフナショナルコーチであり、アジア連
盟の技術部門の長でもある。ラオ氏は 2003 年 8 月 28 日にはインドのスポーツ指導者の中で
最高の栄誉とされるドロナチァルヤ・アワード・Doronacharuya Award 6）のスポーツ賞を受
賞し、当時のアブドウル・カーラム・Abdul Kalam 大統領（2002-2007 年）からスポーツ賞の
式典で賞を頂いている。2003 年 9 月 23 日（火）付けのグジャラート州アーマダバードの Times 






ラオ氏の勤務する SAI という国立スポーツセンターまでは、ラオ氏の自宅から歩いて 10 分、
自転車で 3 分ほどの所であり、大変都合のよい環境であった。筆者は朝の 6 時 30 分から 8 時
までの朝の練習、夕方 5 時半から 7 時 30 分まで、カバディの練習生の練習にも参加し、つぶ
さにカバディを見聞した。実際には無理をしない程度に毎日運動も行った（写真 2、3、4）。
写真 2 　練習を終えてラオ氏、コーチ、筆者とガバディ選手














飲みながら 8 時過ぎから 30 分ほどであるが、
その日の打ち合わせや情報交換をするのが慣
わしであった。筆者は勝手にこのミーティン











































ディの研究にやってきたことが 2007 年 4 月 8 日（日）の地元のデビア・バスカル紙・Divya 
Bhaskar（グジラーティ･グジャラート州言語の新聞）と、2007 年 5 月 16 日（水）のアマダ
バードの英字新聞、“The times of India” の英字新聞が “Japanese here to compile book on 
kabaddi” の見出しで、カバディ研究に訪れたことを写真入で報じてくれた（写真 6）。その他
の新聞報道では、2007 年 5 月 13 日のムンバイの Indian Express が東京の大学教授（金子茂）
が、インド連盟大会にゲストとして招かれ、インドに 4 ヶ月のカバディ研究に来たことが写
真入で報じられた。10, 11, 12, 13） 
次のことは、ドーピング・Doping 研修会についてである。2007 年 4 月 11 日（水）〜12 日
（木）に、ガンディナガル・インド国立スポーツセンター・Sports Authority of India（SAI）
主催のドーピング・Doping 研修会が開催された。筆者もこのドーピング研修会には、インド
各地から来た 40 人程のスポーツ指導者らと参加した。2 日間の研修は、アンチ・ドーピング
のことで大変勉強になった。最終日には試験も行われて修了証明書も頂いた。そのセレモニ
ー後の席では、感謝の言葉も述べる一人となった。週明けの 4 月 16 日（月）には、スポーツ
センター玄関の掲示板に壇上で挨拶している写真が「Prof. Shigeru Kaneko of a university 




deep appreciation of the efforts of SAI in 





















ビーチカバディはこの寺院の近くに 6 面ほど作られた特設コートで行われた。試合は 6 月 3


























加人数を考慮して 1 チーム 10 名とする場合
が多い）よりも、国際大会などへの参加国が
増えるだろうという大きな期待を寄せていた




成 16 年）にアンドラプラデシュ州・Andhara 
puradesh のクルヌール・kurnool で開催され
た。そして第２回の全インドビーチカバディ













ながら、2007 年 9 月 2 日に、日本カバディ協会、並びに山陰支部主催の第 1 回ビーチカバデ
ィが、鳥取県境港市佐斐神ビーチ（竹内ビーチ）で男子８チーム、女子３が参加して行われ
たことは、普及発点の観点からも大変に喜ばしいことである。日本で行われたビーチカバデ




















ビーチゲーム・1st Beach Games （平成 20 年（2008）10 月 18 〜 26 日）への参加をアジア各国
に強い要請をしていたが、大会は予定通り開催され、26 日に閉会式した。このバリで開催さ
れたビーチゲームの大会は、Olympic Council of Asia（OCA）・アジアオリンピック評議会の
下でアジアの 45 カ国が参加して開催された大会である。大会の狙いやコンセプトは、Beach 
Games という言葉に象徴されているように、輝ける太陽の下でのビーチや水辺そして海洋
種目を行うということが大会の趣旨である。ビーチゲームで行われた 17 種目は、1. Beach 
Basketball 2. Beach Handball, 3. Beach Kabaddi, 4. Beach Pencaksilat, 5. Beach Sepatakraw, 
6. Beach Soccer, 7. Beach Volleyball, 8. Beach Waterpolo, 9. Beach Wrestling, 10. Body 
Building, 11. Dragon Boat Riding, 12. Jet Ski Sport, 13. Marathon Swimming, 14. Paragliding. 
15. Sailing, 16. Surfing, 17. Triathlon。また、公開競技の 2 種目では、1. Windsurfing, 2. 
Woodball がデモンストレーション種目として行われた。23）
　第 1 回バリ・ビーチゲーム大会は、アジアの 45 国の参加を得て成功裏に終了したと報道
されている。特に開催国のインドネシアが男女の金メダル 22 個、銀メダル 8 個、銅メダル
19 個と言う輝かしい成績を収めた。日本は、男女の金メダル 3 個、銀メダル 2 個、銅メダル
3 個と言う結果だった。24, 25）今後このビーチゲーム大会は、2 年ごとに開催されるが、既に、






いと何度も正式要請文を添付した e メールを受けている。勿論日本カバディ協会にも JOC を
通して正式に参加するよう要請を行った。AAKF（アジア・アマチュア・カバディ連盟）の
ラオ氏は、2008 年 10 月に開催されるインドネシア・バリ Indonesia Bali のビーチカバディ組
織員会の招聘により、2008 年 4 月 6 日から 9 日までバリに滞在し、ビーチカバディの運営方
法や審判法などについての指導助言を行っている。




















2）　コートの大きさは、男子が 11m×7m、女子が 10m×6m である。





8）　試合時間は、男女ともに前半 15 分、後半が 15 分であり、前半終了後に 5 分間の休憩時
間がある（15 分−5 分−15 分）。
10）ビーチカバディでは、アウトが無く、コートに４人全員が残り競技を行い、得点を争う




























する選手の人数も少なく、1 チーム 6 人であり、実際にコートに入りプレーする選手は 4 人
である。
6）　ビーチカバディの男女の競技時間は、前後半ともに 15 分である。前半終了後には 5 分の
休憩時間がある。
7）　 各チーム共に、主審の許可を得て前半 3 回、後半 3 回の 30 秒のタイムアウトが取れる。  
8）　ノックアウト（トーナメント）方式の試合で同点の場合には、両チーム 4 人の選手がコ
ートに入り、各チームが申告した 3 人の選手が交互にレイドを行い、得点を競う。この 3
人のレイドでも同点の場合には、ゴールデン・レイド Golden Raid の規則を適用する。

























8）　 2−2 のチエーンシステムとは、2 人が互いの手首を取り合うフォーメーションである。
9）　1−2−1 のフォメーションとは、1 人がフリー、2 人が手首を取り、そして 1 人がフリー
な状態でレイダーとの適当な間合いをとり攻撃防御隊形をつくることである。


















Ａ．男子が 11m×7m、女子が 10m×6m の大きさです。通常のカバディよりも少し小さ
くなっています（定義 1−a）。
3）　 Ｑ．体重制限などはありますか？
Ａ．体重制限があります。男子が 80kg 以下、女子が 70kg 以下となっています（定義 1−
a, b）。
4）　 Ｑ．ビーチカバディの競技人数は何名ですか？










通常の 7 人対 7 人のカバディ競技において 5 人以上の選手が防御している状態の中で、
ボークラインの更に内側にある線（ボーナスライン）を踏み越えるとボーナス点（１
点）を獲得できるものです（定義−プレーフィールド）。















































レイド権（攻撃権）が移動し、相手側にテクニカルポイント 1 点が入ります （定義 5、

































ント 1 点がレイダー側に与えられますます（競技規則 11、及び審判の項−3 と 4 を参
照）。 










































ポイント 1 点が入ります（競技規則 16 と Note）。
34）Ｑ． アンティが衣服をレイダーに掴まれた場合には、どういう判定になるのですか？
　　Ａ．Q. 33 と同様に、レイダーに注意が与えられます。レイダーはアウトになり、テクニ





点が与えられます（競技規則 16 と Note）。









38）Ｑ． タイムアウト・Time Out は何回取れるのですか？


































45）Ｑ．ノックアウト（トーナメント）方式における “Golden Raid・ゴールデンルール” とは、
どのような規則なのですか？









　　Ａ．試合に勝ったチームが 2 点、引き分け場合は、両チームに１点、負けたチームが 0
点となっています。したがって、勝ち点の多いチームが勝者になります。
47）Ｑ． リーグ戦において、勝ち点が同点の場合には、その組の１位と 2 位は、どのように
決まりますか？


























が 4 インチ（10.2cm）、背中が 6 インチ（15.2cm）の大きさです。はっきりしたゼッケン
（番号）が必要です（試合規則 13）。
52）Ｑ． 審判員は何名いますか？



































時間５分前に両チームの得点の発表をする、試合終了時間 5 分に、ラスト 5 分と大






















































3．　コートのラインは、3cm 〜 5cm 幅の布製やプラスチック製のテープなどが用いられる。
テープの色は特に決まりがない。


















































a）男子と 20 歳以下の男子：成人男子と 20 歳以下（ジュニア）の男子は、下記の図に示さ
れているように、11m×7m であり、ミドラインで 2 分される。
b）成人男子は 80kg 以下。20 歳以下（その年の最後の日で）は 65kg である。
c）女子と 20 歳以下の女子は、10m×6m（図を参照）である。





                           　　　11m（10 ｍ）
　　　　　　Ａ　　　　　　　Ｍ　　　　　　　Ｂ              
        　7m
　　　　（6m）
　　　　　　　 　　  
　　　　　　Ｄ　　　　　　　Ｎ　　　　　　　Ｃ





a） 境界線と観客席との間は、最小限で 3m の安全な地帯（区域）が必要である。
b） ボークラインとボーナスラインの線は用いていないので引く必要はない。
03）ミッドライン（中央線）：





















































































































































5．既に 3 人のレイダーが決められているが、レイド前に怪我などをした場合には、4 人コ
ートに入っている残りの一人の選手をレイダーとして起用できる。












リーグ戦においては、試合に勝ったチームが、勝ち点 2 点、負けたチームが 0 点、引き
分けの場合は、両チームに 1 点ずつが与えられる。






































































6．後半戦試合終了 5 分前には、“ラスト 5 分・ラスト・ファイブ・ミニッツ” の宣言を行
い、次の各１分ごとに大きな声で時間を発表する（4 分−3 分−2 分−1 分と）。
06）アンパイアーの任務・Duties of Umpire：
　　アンパイアーは、試合の審判業務に専念し、試合終了まで規則にしたがって判定を下す。





























1．地球の歩き方 : インド ’08 〜 ’09、ダイアモンド・ビッグ社、2008．P.417-423.
2．フリー百科辞典「ウィキペディア（Wikipedia）」、: http://ja.wikipedia.org/wiki ガンディナガル。





Kolkata、ソネパット Sonepat、デリー・Delhi、インパール・Imphal、さらに 2 つの附属センターが、グ
ワハチ・Guwahati、アウランガバド・Aurangabad）にある。このスポーツセンターは、インド北西部の
パンジャブ州（Punjab）パティアラ・Patiala にある Netaji Subhas National Institute of Sports・NSNIS 
という国立インドスポーツ科学の研究機関である総本山が管轄している。
5．Authority of India : http://en.wikipedia.org/wiki/sports_Authority_of India
6．Doronacharya Award: インドにおけるスポーツ指導者に贈られる最高の栄誉であり、Mr. Prasad Rao は
カバディ部門で初めて、2003 年 8 月 28 日に受賞をした（写真 1）。
7．グジャラート州アーマダバード「Time ｓ of India」の記者である Mr. Peter Pears は、2003 年 9 月 3 日付




10．2007 年 4 月 8 日（日）付けのアーマダバードのディビィヤ・バスカル、Divya Bhaskar 紙（グジャラート語
新聞）で「大学教授の金子茂がカバディ研究のためにグジャラート州ガンディナガルを訪問した・・」と
いうことが、Mr. Rao と妻の和子との三人の写真入りで掲載された（写真 6）。
11．2007 年５月 16 日（水）のアマーダバードの英字新聞 “The times of India” は、写真入で「Japanese here to 
compile book on kabaddi」の見出しと、四角でかこった中に、次のインタビュー記事「We need to learn 
the advanced techniques of kabaddi and so I am spending four months in India」で報じてくれた（写真 6）。
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14．筆者が頂いたドーピング研修の修了証には、“This is to certify that Professor Shigeru Kaneko has 
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held at sports Authority of India, Netaji Subhas Western Centre, Gandhinagar” とあり、Dr. Ashok 
Ahuja（スポーツ医学者）、Dr. Roquee Dias（SAI センター長）と Dr. C.S.Jayaprakash（スポーツ医学者）
の署名がある。
15．Farasat Hussain :Vice president Indian Association of Sports medicine, Kabaddi-An Exciting Game, 
National Beach Kabaddi Championship-2007、パンフレット巻頭挨拶。
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